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 要  旨 
人とロボットの共存が現実のものになってきており，実現させるためには安全性の確保や身体
を用いたインタラクションが重要になる．そのためには未知あるいは動的に変化する環境を認識
する能力がロボットに不可欠になり，これまでさまざまな外界センサが開発・応用させている．
その中でも，カメラなどの視覚センサはロボットの環境認識に多く用いられている．しかし，視
覚センサはロボットに装着した場合，近距離における情報の欠落が多く，死角が存在するといっ
た問題があった．そこで，我々はこの死角を補うために非接触で対象物を検出できるネット状近
接覚センサを提案している．ネット状近接覚センサは，対象物の中心位置と対象物との距離量が
計測できる．本センサは自由曲面に装着可能で，すべてアナログ回路なので高速応答性に優れる．
またセンサ素子数，面積，配置にも関わらず配線数が 6 本と省配線で，ロボットへの付与には有
用である．しかし死角などにより視覚のフィードバックがない状況で動作させる場合，センサの
検出範囲が数 cm と短いため安全性に問題があり，高度な制御が困難であった．したがって，更
なる計測範囲の長距離化が近接覚センサには必要となる．  
本研究ではネット状近接覚センサの原理を拡張し，同期検波方式を用いることでネット状近接
覚センサの計測範囲の長距離化を図った．本センサは発光素子を断続的に発光させることで瞬間
的な発光強度の増大を可能にし，増大させることで長距離化を実現する．さらに，発光に同期し
たセンサ信号の取得を可能にするために，アナログ演算回路内に同期検波回路を構成している．
これにより発光に同期したセンサの出力信号の連続的な出力を可能にしている． 
本論文の内容は以下のようになっている．第 1 章では研究背景，目的を述べる．第 2 章では本
センサの構造，計測原理，演算回路について説明する．第 3 章ではセンサパラメータの設計手法
について説明する．第 4 章では同期検波回路の構成と試作した回路によるセンサ特性について述
べる．第 5 章ではセンサ試作機を用いて距離計測実験，位置計測実験，対象物の表面性状に対す
るセンサ出力特性実験，LED の順電流に対するセンサ出力特性実験を行い，センサの基礎特性を
示す．第 6 章では提案するセンサをマニピュレータに装着し．近接覚情報を用いたセンサフィー
ドバック制御の構築を行い，動作例として対象物検知実験と対象物追従・障害物回避実験につい
て述べる．第 8章では本研究の総括を述べる． 
 
